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平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

市
は
、
平
成
17
年
に
「
非
核
・
平
和

都
市
宣
言
」
を
行
い
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
訴
え
て
い

ま
す
。

「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
と
は
、

核
兵
器
の
廃
絶
や
非
核
三
原
則
を
求

め
る
内
容
の
自
治
体
宣
言
や
議
会
議

決
を
行
う
こ
と
で
す
。
最
初
の
宣
言

は
一
九
八
〇
年
（
昭
和
55
年
）
に
イ

ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
宣
言

運
動
は
世
界
中
に
広
が
り
、
日
本
で

も
約
９
割
の
自
治
体
が
、
こ
の
非
核

宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、

今
年
８
月
で
69
年
が
経
過
し
ま
す
。

被
爆
者
や
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
に

よ
り
、
原
爆
と
戦
争
の
記
憶
は
次
第

に
風
化
し
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
宣
言
を
通
じ
て
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
平
和
の
尊
さ
を

提
唱
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

宣
言
文
を
ご
一
読
い
た
だ
き
、
地

域
や
家
庭
な
ど
で
核
兵
器
の
な
い
世

界
の
平
和
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
　
総
務
課
（
米
原
庁
舎
）
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非核・平和都市宣言

私たちのまち　まいばら　には
青い空と緑にはえる山々
清流のせせらぎ
みのり豊かな田園
母なるめぐみの湖(うみ)がある

まちかどや広場には
子どもたちの歓声が
若者たちの歌声が
軒先からは人々の
静かな語らいがきこえてくる

遠く海をこえた　かなたにも
同じ人々のくらしと
しあわせがある

しかし　今
地球をおおう核の脅威は
あらゆる命のいとなみを破壊し
かけがえのない平和を
一瞬にして　奪いさろうとしている

私たちは　知っている
核兵器が
生きとし生けるもの
すべてを破滅しつくして
何も　もたらさないことを

非

私たちは　知っている
すべての人間が手をつなぎ
平和な明日に向かって
力をよせあうことが
どんなに大切で
すばらしいかを

悲惨なヒロシマ　ナガサキの体験から
核兵器を「持たず作らず持ち込ませず」の
非核三原則を全世界に訴え
戦争の放棄　恒久の平和を誓った
平和憲法を
私たちは　守ります

人々の明日にとって
子どもたちの笑顔が
若者たちの明るい未来が
いきいきとした命のいとなみが
永遠に続くことを願っている

私たちは　訴えます
核を持つすべての国々に
すべての核兵器を　今　すてよ！　と

この市民の声と　願いを
世界に広く訴えるため
ここに米原市は
「非核・平和都市」を宣言する

平成17年6月24日　米原市




